
Nagoya Bunri University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　 Bunri 　 University

名古屋文 理 大学 紀要　第 3 号 （2003 ）

課外活動に関す る本学学生 の 実態につ い て （1）
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　　　　　　　Activities　at　Nagoya・Bunri　University　〔1）

関　 　 　 豪

Takeshi　 SEKI

　学生 が大学 で の キャ ン パ ス ライ フ を満喫する た め に は ， サ
ー

ク ル 活動等 「課外 の 活動 」 が 大きな

鍵 に な る と 「課 外 活 動 に お け る 活性化 の 試案 jV で 述べ た．しか しながら，大学が設 立され て か ら

4年目を迎えた現在，サ
ー

クル 活動や 自治会活動を積極的に取り組む学生 は 少ない の が現状 で あ る．

　そ こ で 課外活動に関す る 本学学 生の 実態 を明 らかにす るこ とを目的と して ア ン ケ ート調査 を実施

した．有効回 答 495名 （70．1°

／，） の 調査結果は，1 ．中学 ・高校時代を通 じて課外活動を経験 して

きた 学生 は，それぞ れ 80％と62％ で あ り，そ の 活動 を大学 で も実施 した い と希望し て い る学生 は

46％で あ っ た．2 ．課外活動 に 携わ っ て い る 学 生 は 全 体 の 26％ に す ぎなか っ た ．活 動 して い る理由

の 約半数 が ，活動 して い る種目や内容が好きで あ る と答 えて い る．しか し，活動 して い るに も関 わ

らず，障害があ る と答えて い る学生 は 57 ％ で あ っ た ．3 ，活動 し な い 理 由 は，活動 し たい と思 うサ

ークル が な い と答え た学生が最も多く32％ で あ っ た．こ れ らの 学生 の 約半数 が新 し くサーク ル を つ

く りた い と答えて い る が，っ くる に 当た り障害があ る と74％の 学生が答 えて い る．4 ．課外活動は

人間形成に 役立 っ ，友人 を作る場とな る ， 健康 の 維持増進 に役 立 つ ，忍耐力や根性 をつ け る等と答

えた学生は 多か っ たが，進学や就職 に有利 で あ る と答え た学生 は 少なか っ た．5 ，勉学以外 に学生

生活 で 興味を持っ て い る学生 は半数以 下 で あっ た，6 ，本学学 生 の 77％が 運動不足 を感じ，47％ の

学生が全く運動を して い ない 状況 で あ っ た ．7 ．約7割の学生が アル バ イ トに携わ っ て お り，週 5日

4時間 の 学生 が 最 も多か っ た ．8 ．平 日 の 自由時間は ， 遊 び も し くは ア ル バ イ トで 過 ごす学生 が 多

か っ た．9 ．本学の 課外活動 に っ い て サ
ー

クル め数 が 少な い ，課外活動が行われ て い るの か 分か ら

ない と答 え た 学生 が多く，そ の ほ か に も様 々 な 不 満や希望があ る こ とが 分 か っ た，

　以上 の結果を含まえ，今後 「課外活動 に おける活性化 の 試案」
n

を具体化 し，課外活動の活性化，

更 に は 大学 の 活性化 に 繋 が る よ う努 め た い ，

キーワード
・
大学生活，課外活動，実態調査

　　　　　 Colege　Life，　ExtracurricUlar　Activities，　 Research　on 　The　Actual　Condition

1．は じめ に

　大学教育 とは 「正 課 の 教育」 と 「課外 の 教育」 が相

互 に 補完 し合 っ て 成 り立 っ て い る もの で あ る，「課外 の

教育1 とは サーク ル 活動や 自治会活動等が中心的な内

容 とな る．そ の 意味 で 学生が 大学 で の キ ャ ン パ ス ライ

フ を満喫す る た め に も 「課 外 の 教育」 が 大 き な鍵 に な

る と，
「課外活動 に お け る 活性化 の 試案」

1）
（以 下 「試

案」）で も述べ た，

　しか し大学 と して ス ター ト して か ら．4年 目 を迎えた

現在，サ
ークル 活動や自治会活動を積極的 に 取 り組 む

学生 は少ない の が 現状 で ある．こ の よ うな現状は ， 本

学 の み に 止 ま る 問 題 で は ない ．学生 の 課外活動離れ と

い う問題 は 他 の 大学 で も共 通 して 聞 か れ る が，学生時

代 に しか 味 わ う こ との で きな い か け が えの ない 時間を
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有効 に 活 用 で き る よ うに 方向付けるの も，大学教育 と

して の 役割 の
一

つ で あ る と思われ る．なぜ 本学の 学生

は 課外 活 動 に 積極的 に 取 り組む こ とを しな い の か．学

生 自身 の 課外活動 に 対する意識 の 問題 なの か，そ れ と

も学生 をサポ
ー

トす る側 で ある大学に 問題があ るの か ．

い ずれ に し ろ課外活動の 活性化が学内 の 活性化 に つ な

が り，さらに は 他大学 との 交流等 も活発に な り，学生

自身 が 社会的 に 成長 し て い く上 で の 動機付け に な る の

で はない だ ろ うか．

　そ こ で こ の 程 ， 課外活動 に 関す る学生の 実態を明 ら

か にす るた め の ア ン ケ ート調査 を実施 した の で，そ の

結果 を こ こ に 報告す る．

E ．方法

1 ．調査対象

　調査は本学 の 全学生を対象 と し て，授業終了 時 に集

合調 査 法 で 行 っ た．

　有効回 答 は495名 （70．1％）で あ っ た ．そ の 内訳 は，

情報 文 化学科男 子 255名 （72，6％），女子 66名 （72．5％），

社会情報学科男子 145名 （63．O°
／，）， 女子 29名 （85．3％）

で あ っ た ．

　調査は 平成 14年 10月 に 実施 した．

2 ．質問紙作成

　質問紙は以下の 通 り作成した．

Q1
中学，高校時代 の 課外活動経験に つ い て 答えて 下 さい ． 1 −− 4 の 項 目で該当するもの に ○ 印をつ け て 下 さい ．
1 −s3

に当て はまる学生は，具体的な活動内容を （ ）に記入 して 下さい ．複数 の 経験 が ある学生は，主なも

の を 2 つ 選 ん で 記 入 して 下 さい ．
　＜ 中学時代 ＞

　　　1 ．ス ポー
ツ ・文化等 の ク ラブ活動

　　　 2 ．生徒会活動

　　　3 ．そ の 他 （例 ：ボ ラ ン テ ィ ア 活動な ど）

　　　 4 ，活動 して い ない

　　　活動 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　　（　　 ）年間
　　　活動 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　　（　　 ）年間
SQI ．中学時代課外活動 を経験 し て きた学生 に お たずね し ます．そ の 活動実績 はど うで した か ．該当す る も

　　　　 の に ○をつ け て 下 さい ．
　　　 1 ．全国大会に 出場　　　　2 ．地方大会 に 出場　　　　3 ．県大会に 出場
　　　4 ．県内 の 地区大会に 出場　 5 ．ク ラ ブ内 で の 試合や発表 を楽 し む程度

　 く 高校 時代 ＞

　　　 1 ．ス ポ
ー

ツ ・文化等 の ク ラブ 活動

　　　 2 ．生徒会活動
　　　3 ．そ の 他 （例 ： ボ ラン テ ィ ア 活動な ど）
　　　 4 ．活動 して い ない

　　　活動 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　　（　　 ）年間

　　　活動 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　　 （　　 ）年間
SQ2 ．高校 時代課外活動 を経験 して きた学生におたずね します．そ の 活動実績はど うで し た か ，該当する も
　　　　の に ○をっ けて 下 さい ．
　　　 1 ，全 国大会 に 出場　　　　2 ，地方大会 に 出場　　　　3 ，県 大会 に 出場

　　　4 ．県内の 地 区大会に 出場　5 ，ク ラ ブ内で の 試合や発表を楽し む程度
SQ3 ．中学，高校で 課外活動を経験し て きた学生 に お たずね し ます．経験 して きた活動 を大学 で も行 い た い

　　　　で す か，該 当す る項 目に○印をつ け ， 具体的な理由を記入 して 下 さい ．
　　　 1．行い た い　　　　　　2 ．行い た くない

　　　理由 （例 ：楽 しか っ た か ら，練習が きっ か っ た か らな ど）
　　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
Q2
現在本学で ，何 か 課外活動 （ス ポーツ 系

・
文化系サ

ークル ，自治会活動など ）を行 っ て い ますか，該当する

項 目 に ○印 をつ け，何を行 っ て い る の か （ ） に 記 入 し て 下 さい ．
　　　 L ス ポーツ 系サ

ーク ル で 活動 して い る　 （　　　　　　　　 ）
　　　 2 ．文化系サ

ー
クル で 活動 して い る　　　 （　　　　　　　　　 ）

　　　 3 ．自治会 で 活動 し て い る　　　　　　　 （　　 ，　　　　　　 ）

　　　4 ．検討 中で ある　　　　　　　　　　 （　　　　　　　　　 ）

　　　 5．学外で 活動 して い る

　　　 6，活動 して い な い

5QI ．　 Q2 で L 　 2 ．3 を 選 ん だ 学生 に お た ず ね しま す ，な ぜ 活 動 を して い る の で す か ．該当す る項 目 に 0
　　　　印 をつ けて 下さい ．そ の 他 に 該当す る 学生は，（ ）に具体的な理 由を記入 して 下 さい ．
　　　 1．活動 して い る種 目や内容が好き　　　　2 ．友人 を作 るため

　　　 3 ．健康の 維持 ・増進の た め　　　　　　 4 ．社会的な人間形成 の 場 と して

　　　 5 ．試合 ま た は 大会 （文化系サ
ークル も含む 例 ：作 品 展等） に 参加 す る た め

　　　 6．そ の 他 （　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　 ）
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．1．

課 外活 動に 関す る本学学 生 の 実態に っ い て（／）

　　　　　　　　 2 ．3 を選んだ学生 に お たずね します．現在課 外活動を行 う上 で 何 か障害になる こ とは あSQ2 ，　 Q2 で 1 ．
　　　　りま す か ．あ る と答えた 学生 は そ の 理 由 と して 該 当す る 項 目に○印をつ け て 下 さい ．そ の 他 に該 当す

　　　 る学生 は ， （ ） に 具体的な理由 を記 入 し て 下 さい ．
　　　1 ．あ る 　　 　 　 　 　　 　 2 ．ない

　　 理由

　　　1 ．活 動す る施設 が ない 　　　　　2 ，指導者が い な い

　　　3 ，時間がな い 　　　　　　　　 4 ，お 金がな い

　　　5 ．そ の他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

SQ3 ．　Q2 で 4 ．5 ．6 を選 んだ学生 に お たずね します．なぜ活動 を しな い の か該 当する項 目に○印 をっ け

　　　 て 下 さい ．そ の 他に 該 当す る 学生は，（ ）に 具体的な理由を記入 して 下 さい ，
　　　1 ．活動 した い と思 うサーク ル がない 　　　2 ，ア ル バ イ トが忙し い

　　　3 。サ
ー

クル 活動そ の もの に興味がない 　　4 ．通学 に 時間 が か か る

　　　5 ，学外 の 仲間 と活動する方が楽 しい

　　　6 ．そ の 他 （　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 ）

SQ4 ．　 SQ3 で 1 を選 ん だ 学生 に お たずね しま す．あなたは も し勧 め られれば 自分で サ ーク ル を創ろ うと思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） に 具 体的 な 理 由　　　 い ますか．該当する項 目に○印をつ けて 下 さい ．そ の 他に 該当す る学 生 は ，　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 （

　　　 を記入 して 下 さい ．
　　　1 ．是非創 りた い

　　　2 ，誰 か が協力する の な ら創 りたい

　　　 3 ．思わない

　　　4 ．そ の 他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
SO5 ．　 SQ4 で 1 ．2 を選 ん だ学生 に お たずね します．新 しい サ

ークル を創る に あ た り何か障害に な る こ と

　　　 は あ ります か ．あ ると答 え た 学 生 は そ の 理 由 と し て該 当す る 項 目に ○印をつ けて 下 さい 、そ の 他 に 該

　　　　当する学生 は （ ）に具体的な理由を記入 して 下 さい ．
　　　 1．あ る 　 　 　 　　 　 　 　 2 ．な い

　　 理 由

　　　1 ．活 動す る 施設 がな い 　　　　　2 ．指導者がい ない

　　　3 ．時間がない 　　　　　　　　 4 ．お 金 が な い

　　　5．そ の 他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

Q3
中学，高校時代 の ク ラ ブ活 動 や大学 で の サ

ー
クル 活動 に つ い て ，次の 意見 に 率直 に 答 えて 下 さい ．1 − 5 の 項

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ） に 記入 して 下さい ．目に つ い て そ う思えば○を，思わ なければ × を ，
ど ち ら と も思 わ な け れ ば △ を （

1 ．課外活動 は人間形成に お い て役に 立つ

2 ．課外活動 は友人をっ くる 場 とな る

3 ．課外活動 （特に ス ポーツ 系）は健康 の 維持増進 に役 に 立 つ

4 ．課外活動 は 忍 耐力 や根性 をつ け る の に 役 に 立 つ

5 ．課外活動は進学や就職に有利 で あ る と思 う

（

（
（
（
（

）
）
）
）
）

Q4
大学生活 の 中で ，勉学以外に何か 興味を持 っ て い ます か．該当する項 目に ○をつ けて 下 さい ．あると答えた学

生は （　 ） に興味を持 っ て い る こ とを具体的 に 記入 して 下 さい 、
　　　 1．ある　　　　　　　　 2 ．ない

　　　 （例 ；サ
ー

クル 活動，友人や先生 との 会話など）

　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

Q5
あなた は 現在運動不 足 を感 じて い ま す か ．該当 す る 項 目に ○印を つ けて 下 さい ．

　　　1 ．大変感 じて い る　　　　　　　　2 ．感 じて い る

　　　3 ，感 じて い な い 　　　　　　　 4 ．全 く感 じて い な い

Q6
あなたは 日頃，何 か 運動や ス ポーツ を行 っ て い ま すか ．該当 す る 項 目 に ○ 印 をつ け，（　 ） の 中を記入 して

下 さい ，
　　　　　　　　　　　 　　 何 　を　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 どこ で　　　　　　　　（

1 ．週に 1 回以上 （
2 ．月 に 1 回以 上 （

（

（

（

）

）

）

3 ，季節 に よっ て シ
ーズ ン ス ポーツ を行 う

　　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　 （

と誰（
（
（

）
）
）

）（

）
）
）

）

　　 　 4 ．全 く行 っ て い な い

Q7
あなた は 現在ア ル バ イ トを し て い ます か．該当する項目に ○印をつ け，（ ） の 中を記入 し て 下 さい ．
　　　1 ．して い る　　　2 ．して い ない 　 （　 1週　　　　日， 1回　　　 時間）

Q8
あ な た は 平 日の 自由時間 （放課後）を どの よ うに過ご して い ます か．（ ）の 中 に記入 して下さい

　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

Q9
本学在学中，あなた は 本学 の 課外活動 の あ り方に不満ま た は希望等を持 ちま し たか ．あれば （　 ）の 中に 記

入 して 下 さ い ．
　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
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3 ．集計

ア ン ケー トの 集計 は EXCEL を 使用 し た．

皿 ．結果および考察

1 ．中学，高校時代の 課外活動 に つ い て

〔1） 中学時代 の 課外活動状況 に つ い て

　中学時代 の 課外活動状況 を図 1 に 示 した．ス ポー

ツ ・文化等 の クラブ活動 を経験 して きた学生は全体 の

77％，生徒会活動を経験し て きた 学生 は 3％．そ の 他

（ボラ ン テ ィ ア 活動等）は 4％，活動 して い な い 学生

は 16％ で あ っ た ．ス ポーツ ・文 化 等の ク ラ ブ活動 お よ

び 生徒会活動 を経験 して きた学生 は 全 体 の 80％ とな

り， 本学学生 の 多くが 中学時代 に は 課外活動 に 取 り組

ん で い た こ とが分か る．

4％

3％ 団 ス ポーツ ・文 化等 の クラブ活動I
tU生 徒会活 動　　　　　i
園 その 他 （ボランテ ィア 活 動など）i
臼 活動して い ない 　 　 1

図 1　 中学時代の課外活動状況に つ いて

  　中学時代の 活動種 目につ い て

　中学時代に 活動し て い た 種 目には様 々 な もの が あげ

られ る，中で も経験 した人数が多 い 順にス ポ
ー

ツ 系 10

種 目，文化 系5種 目 を 図 2に 示 した ．ス ポーツ 系 で は ，

バ ス ケ ッ トボー
ル が最 も多 く63名 ，次 い で サ ッ カ

ー
の

60名 ，以 下テ ニ ス ，ハ ン ドボー
ル ，卓球 ，

バ レ ーボ ー

ル ，野球 ， 陸上 ， 剣道 ， 水泳 ， ソ フ トボール の順で あ

っ た．文化 系で は ，合唱，吹奏楽が 最 も多く6名 ，以

下美術，科学 ， 囲碁将棋 の 順で あ っ た．

〔3〕 中学時代の 活動年数に っ い て

　中学時代 に 活動 した年数に つ い て 図 3に 示 し た，1年

間活動した学生は全体の 8％，2 年間活動 した学 生 は

8％ ，
3 年間活動 し た学生 は 84％で あ っ た ．中学時代

に は本学学生 の 多くが 3年聞に亘 っ て 活動 して い た こ

とが分 か る，

（4） 中学時代の 活動実績につ い て

　中学時代 に取 り組んだ種 目の 活動 実績に つ い て 図4

に 示 し た．全 国大会に 出場 し た 学 生 は 全体 の 2°
／。

， 地

方大会 に 出場 した学生は 21％，県大会 に出場 した学生
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課 外活動に 関す る本学学生の 実態に っ い て ［1）

は 19％，地区大会 に 出場 した学生 は 39％ ， ク ラ ブ内 で

楽 しん だ学生 は 19％ で あ っ た ．そ の 実績は と もか く と

し て ，本学学 生 の 多く が しか るべ き大会 に 出場す る な

ど 目的意識を持ち活動 し て い た こ とが分か る．

（5） 高校時代 の 課外 活動状況 に つ い て

　高校時代 の 課 外活動状 況 を図 5に 示 し た ．ス ポー

ツ ・文化等 の ク ラ ブ活動 を経験 して きた学生 は 全体 の

59％，生徒会活動を経験 して きた 学生 は 3％，その 他

（ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等）は 3％，活 動 して い な い 学生

は 35％で あっ た．中学時代 の 活動状況 と比較する とス

ポーツ ・文化等 の ク ラブ 活動 が 約 20％減と な っ て い る．

中学 ま で の 義務教育か ら離れ，課外活動 に 対する認識

が薄れ て き た こ とが 要因 の
一

っ で は ない か と示唆 され

る．とはい え，ス ポーツ ・
文化等の ク ラ ブ活動を経験

し て きた 学 生 は 全体の 62％で あ り，半数 以 上 の 学生 が

課外活動に取 り組んできた こ とが 分 か る．

35％

　 　
団 　ポーツ ・文化等の クラブ活動I

ll輪 幽
59％

中学時代 に ラ ン ク され て こ な か っ た茶華道 ， 演劇 とい

っ た活動種 目に も注 目す べ きとこ ろで あ る ．
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図 6　 高校時代 の 活動種 目に つ い て
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図 5　高校時代 の課外活動状況 に つ い て

［6） 高校時代の 活動種目に つ い て

　高校時代 に活動 し て い た 種 目に は様々 な もの が あげ

られる．中 で も経験した 人数が多い 順に ス ポーツ 系は

10種 目，文化系 5種 目を図 6に示 した．ス ポー
ツ 系 で は，

ハ ン ドボ ー
ル が一

番多く39名，次 い で サ ッ カー
の 35

名，以下バ ス ケ ッ トボ
ー

ル ，テ ニ ス ，野球，陸上，バ

レーボール
， 柔道 ， 卓球 ， 水泳，バ ド ミン トン の 順 で

あ っ た，文化系で は ， コ ン ピ ュ
ータ が

一
番多く11名 ，

以下茶華道，演劇，科学，吹奏楽 の 順 で あ っ た．中学

時代 に 活動 して い た 種 目と比 較する と，ス ポーツ 系 は

相対的に 活 動 し て い る 人数が減 少 し て い る が ，中学時

代 に 上位で あっ た種 目とほ ぼ変わ らない 種 目が 上位を

占め て い る．ハ ン ドボー
ル が唯

一
中学時代の 人数 を上

回 り活動種 目1位に ラ ン クされ て い る が ，
ハ ン ドボ ー

ル 経験者に声を か け本学に 入学させ て い る こ とが影響

し て い る と示唆 され る．文化系は 本学 が 情報系 の 学部

とい うこ と もあ り，高校時代 か ら コ ン ピ ュ
ータ に携わ

っ て い る 学生が 多 か っ た の で は な い か と示 唆 され る ．

〔7｝ 高校時代 の 活動年数 に つ い て

　高校時代 に 活動 した年数に つ い て 図 7に 示 し た．1年

間活動 した学生 は 全体 の 25％，2年間活動 した学生は

16 ％ ，
3 年間活動 した 学 生 は 59％ で あ っ た ．中学時代

に 活動し た年数と比較す る と3年間継続 し て 活動 して

きた学生が約 25％減 とな り，1年 間も し くは 2 年間活

動す るだけ の 学生が増えて い るの が分か る．今日 的な

風潮 と は い え，目的意識 を持 ち最後 まで 物事をや り通

す とい う学生が 少 なくな っ て きて い る こ とが 示唆 され

59覧

間

蘭
聞

年

年
年

123団

口

圏

図 7　 高校時 代 の 活動年数 に つ い て
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る，先 に も記述 した が 課外活動を経験 して きた学生 は

中学時代 よ り高校時代 の 方 が 約 20％減と な っ て い る，

そ の 中 で 3年間継続 し て 課外活動 に 取 り組 ん で きた学

生は貴重な存在であるとい える，

〔8｝ 高校時代 の 活動実績に つ い て

　高校 時代 に取 り組 ん だ種 目の 活動実績につ い て 図 8

に 示 した ．全 国 大会に 出場 し た学 生 は 全体 の 9％，地

方大会に出場 した学生 は 15％，県大会 に 出場 した学生

は 17e／・
， 地 区大会 に出場 した 学生 は 26％，ク ラ ブ内で

楽しん だ学生 は 33％で あっ た，中学時代 の 活動 実績 と

比 較す る と全国大会 に 出場 した学生 が増え た
一

方，ク

ラブ内で楽 しむ こ とを求め て 課外活動に取り組ん で き

た学生 も増え て い る．全国大会 に 出場 した学生 が 増 え

た要因 の
一

つ として ，ハ ン ドボー
ル 経験者の 多くが全

国大会に 出場 して い る こ とが示唆 され る．クラブ 内で

楽 しむ とい う学生 が 増えた背景には，先に も記述 した

よ うに，最後ま で 目的意識を持 っ て 活動す る 学生が少

な くな っ て きて い る こ と，も し くは現状 が楽 しけ れ ば

そ れ で い い とい う考えを持 っ 学生が増えて きて い る こ

とが 示唆 され る．

gx

日 全 国大 会

囗 地 方大 ft
圉 県大会

ff地区大会
9 クラブ内で 楽しむ

っ た，楽 しい か らと答 えた学生 が 最 も多 い 結果 とな っ

た が，明確な 日的意識 を持 ちえない 限 りサ
ー

ク ル を立

ち上 げて も ， 活動す る こ と な く消滅 して い く とい う現

状か らは逃れ られ な い の で は な い だ ろ うか ．もちろん

そ の 中に は 楽 しみ を求 め て 活動す るサ
ーク ル が 存在 し

て も問題は な い が，活性化を最優先す るの で あれ ば，

明 確 な 目的意識 を持 ち活動す るサ ーク ル が幾つ か 必 要

となるの で はない か と考え られる．

54％

46％

一．．
　　　　　 ！

旧 行い たい 　　1

目 行い tcくない ｝

図 9　 経験 してきた活動を大学で行 い たい か

楽」い

経験してtた樋目が好者だから

いい運 動 になる

　 　 2sx

図 8　高校 の 活動実績に つ い て

  　中学 ・高校時代に経験した 活動を 大学で 行い た い

　か に つ い て

　上記 ア ン ケー トに つ い て の 結果を図9に 示 し た ．大

学 で も行い たい と答えた学生 は全体の 46 ％
， 行 い た く

な い と答 えた学生は54％で あ っ た。

　中学 ・高校時代 に経験 して きた活動を大学で も行 い

た い と答え た学生 の 理由に つ い て ，多い 順に8項 目を

図 10に 示 し た．楽 しい か ら と答 え た学生 が 67名 で 最も

多く，次 い で 経験 して きた種 目が好き で あ る と答えた

学生が 32名，以 下い い 運 動 に な る，新 しい 出会い を 求

め て，楽 しみや刺激を求めて ，何 もや らな い と暇だか

ら，体 を動 か す こ とが 好 き，自分 の た め に な る等 で あ

薪 しい 出金 い を 裳めて

楽 しみ や劇 激を 求めて

何もやらない と暇 だから

体を鼬か す こ とがすき

自分のため になる

D　　　 20 　　　 40 　　　 60 　　　 80　 　く人｝

図 10　行 い た い 理由に つ い て

　中学 ・高校時代 に 経験 し て きた活動 を大学 で行 い た

くな い と答 え た 学生 の 理 由 に っ い て，多い 順 に 10項 目

を図 11に 示 した．時間がない と答えた学生 が 42名 で 最

も多く，次 い で 違 う経験 を し たい と答えた学生が 17名，
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課 外 活 動 に関 す る本学学生 の 実態 に つ い て （1｝

以下練習 が きつ か っ た，面倒 くさい ，帰りが遅 くな る ，

強制的 にや りた くない ，飽きた，お も し ろ くな い ，体

力がな い ，大学 へ 来て までや りた くな い 等で あ っ た．

時間がない と答えた学生が最 も多い 結果 で あ るが，質

問 Q7の 結果 で も後述す る よ うに ，課外活動 よ りも楽

し く収 入 の あ る ア ル バ イ トにほ と ん ど の 学生が携わ っ

て い る の が 現状 で あ る．違 う経験 を したい ，練習 が き

っ か っ た等 と答える学生が順次多い 結果 で あ るが ，高

校時代 の 課外活動の 思い 出が決 して よい もの で はなか

っ た こ とが示唆され る．大学で も行 い たい と答 えた学

生 の 多 くが楽 し い か らと答えて い る 反面，行い たくな

い と答えた学生 の 上位に，違 う経験を し たい
， も し く

は 練習がきつ い と答 えて い る学生 もお り，中学，高校

で の 課外活動 の 実態に っ い て今後の 調査対象の
一

つ で

あ る と考え られ る，

畤聞がな い

違 う鰻験 をしたい

蝕習がきつ か った

画倒 くさい

帰りが 遅くなる 魂 覊

彊 鋼 的にや りたくない

幽 tた

おもしろくな い

体力雌ない

大学ま で や りた くない
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図 11 行 い た くない 理由に つ い て

2 ．本学 の 課外活動に つ いて

（1｝ 本学 の 課外活動状況 に つ い て

　本学 に お け る課外活動状況 に つ い て 図 12に示 した ．

ス ポ ー
ツ 系 サ ーク ル で 活 動 し て い る 学 生 は 全 体 の

16％ ， 文化系サ
ー

ク ル で 活動 して い る学生は8％，自

治会等で 活動 して い る学生 は 2％，検討中 の 学生 は 3％，

学外 で 活動 して い る学生は9％，活動 して い ない 学生

は 62％ で あ っ た．中学，高校時代 に 経験 して きた 種 目

を 大 学 で も行 い た い か と尋 ね た 結果，行 い た い と答 え

た学生 が 46 ％で あ っ た に も関わ らず，実際に本学で 活

動 して い る 学 生 は 26％ にす ぎな か っ た．20％ の 学生が

経験 して きた種 目を行 い た い と答 え た に も関わ らず，

本学で活動 して い な い の が現状で あ る．

62

列

　i
．」

図 12　本学学生の 課外活動状況 に つ い て

  　本学の サ ーク ル に つ い て

　ス ポー
ツ 系サ

ーク ル お よ び 文化系サ
ークル で活動し

て い る学生 の 内訳 に っ い て 図 13に 示 した．ス ポ ー
ツ 系

の サ
ー

クル で は ハ ン ドボール が 29名 で最も多く，次 い

で サ ッ カー，以 下 バ ス ケ ッ トボ
ー

ル ，野球 ， テ ニ ス ，

イ ン デ ィ ア カ，ス キー ・ス ノ
ーボー ド，ス ポーツ 同好

会，ボーリン グの 順 で あ っ た．ハ ン ドボー
ル は高校時

代 の 経験者 を 募 っ て い る た め，多 くの 部員 で 成 り立 っ

て い る が，課外活動 の 活性化 ， さらには大学 の 活性化

を考慮す る の で あ れ ば，図 13上 か らサ ッ カ
ー，バ ス ケ
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ッ トボ
ー

ル ，野球な どの サークル に っ い て も高校時代

に 経験 し て きた 学 生 を募 る こ と が 必 要 で は な い だ ろ う

か．そ の 際 「試案」 に記載 した，監督や コ
ー

チ等 の ス

タ ッ フ ，設備面，入学後の 学生 に対する援助・補助等，

検討 し うる事項が多々 あ る もの と思われ る
” ．文化 系

の サークル で は イ ラ ス トが 11名 で 最も多く，以下ゲ
ー

ム ，軽音，コ ン ピ ュ
ータ，映画映像 ， ラ イ ト兄弟 （資

格取得） で あ っ た．文化系 の サ
ークル に つ い て も，本

学の 特色を生 か したサ
ーク ル をっ くり，そ の 活動成果

を学内 もしくは 学外 に 発表す るこ とが 大学 の 活性化 に

つ な が る の で は な い だ ろ うか ．

〔3｝活動す る理由お よび活動す る際の 障害につ い て

　 ス ポーツ 系，文化系お よ び 自治会 で 活動 して い る学

生がなぜ本学 で 活動す る の か ， その 理 由に つ い て 図 14

に 示 した．活動し て い る種 目や内容が好き で あ る と答

えた学 生 は全体の 46％ ， 友人を作る ため と答 えた学生

は 14％，健康の 維持・増進 の た め と答え た学生 は 10％，

社会的な人間形成 の 場 と答 えた学 生は6％ ， 試合 ま た

は大会に参加するた め と答えた学生 は 18％，そ の他が

6％ で あっ た，約半数の 学生 が 活動 し て い る種 目や 内

容が好きで ある と答え て い る が，先に も記述し た が 目

的意識 を明確 に 持 っ て 活動す る学生 が増える こ とに よ

り，サークル 活動 の 活性化 ， さらに は 大学の 活性化に

つ ながるの で はない か と考えられ る．

　 ス ポ
ー

ツ 系 ， 文化系お よび 自治会 で 活動 して い る 学

生が，本学で 活動する 上 で何か障害があ る の か に っ い

て 図 15 に 示 した．障害があ る と答えた学生 は 57％ ， 障

害はない と答えた学生は43％であっ た．障害が あると

答 えた学生 の 障害要因 に つ い て 図 16に 示 した，施設が

ない と答えた学生が 15％，指導者が い ない と答えた学

生 は 10％，時間 が ない と答 えた 学生 は 21％，お 金 が な

い と答えた学生は32％，そ の 他が 22％ で あ っ た．そ の

他 の 詳細 に つ い て 図 17に 示 し た．お 金がない と答え た

学生が 最 も多 い 結果 とな っ た が
， サ

ー
クル 活動資金が

ない の か ，それ とも他に 必要とする資金が ない の か

6％

1羅劃

43N

57x

［i鋼

図 15　活動上 の障害に つ い て

10％

　 団 施R がな い

　 団指導 者がい ない

　 團 時聞 がない

　 fiお金 がない

　 E その 他

図16　活動 上 の 障害要因 に つ い て
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トレ
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図17　そ の 他 の 障害要因 に つ い て

46x

図 14 活動す る理 由に つ い て

定か で はな い ．しかしなが ら前掲 「試案 亅 で 提案し た

活性化 の 対策事項 と，今回 の 調査 で 得 た 障害要因 に類

似 して い る点が幾つ か 見 られた
D ，前掲 「試案」 を さ

らに 具体化 して い く必要性 が あるの で はな い か と思わ

れ る．

〔4｝ 活動し ない 理 由に っ い て

　本学 で課外活動 を し て い ない学生がなぜ活動 しな い
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課 外活 動に 関 す る本 学 学 生 の 実態 に つ い て （1）

の か ，そ の 理 由 に つ い て 図 18に 示 した．活 動 した い と

思 うサークル が な い と答 えた 学生 は 32％，ア ル バ イ ト

が 忙 し い と答えた学生 は 25°

／o，サ
ー

クル 活動 に 興味が

な い と答え た学生 は 8％，通学に 時間 が か か ると答 え

た 学生は 18％，学外 の 仲間と活動す る方が楽 し い と答

え た 学生 は 9％，そ の 他 が 8％ で あ っ た．その 他 の 詳細

に つ い て 図 19に示 した ．先 に も記述 した が，20％の 学

生 が 経験 して き た 種 目 を行 い た い と答 えた に も関わ ら

ず，実際に は 本学で 活動 して い な い，これ らの 学生を

含め た 62％の 学生 の 内 32％ が 活動 した い と 思 うサ ー

ク ル がない と答えて い る．大学が 設 立 され て 以来，サ

ークル が 設置 され て は 消滅 し て い く とい う現状 が 続 い

て い る た め ，学生 の 希望に あ っ たサ
ー

クル が存続 して

い な い の が 現状 で あ る．ア ル バ イ トに つ い て は 後述す

る が，と に か くア ル バ イ トに携わ っ て い る 学生が多い

の が 現状 で ある．

18％

8％

い 旨

しい

　 　 　 25X

図 18　活動 しな い 理由につ い て

サ
ー

クル揮活鼬 」ているか どうか わか

　 　 　 ら な い

　 　 　 　 以 前は活髄して い た

サ→ ル が強 ければ活 齢して も い い

サ→ルに伺 があるのか分からない

学外のサ
ー

クル b優 しい

人付 瑳9台い 雌苦手

家族の世話で 忙しい

やる気のない学生だらけ

サ
ー

ウル には L、ると大慶そう

兮
一

歩踐轟 出せない

ほ 小にゃりたいことがある　

自分 自身 ［： や る気がな い

入学畤にサ
ー

ケル がなかった

活動したいと忌う仲闇 が い な い

ほか にやりた い こ とがある

　 　 　 　 　 　 篁腔が 愚い

大学がサ→ ル に カを入れ て な い のでつ
　 　 　 まらない

　　　　　　　　
゜

　
1

　
‘

　
e

　  

図 19 活動 しな い その 他 の 理由に つ い て

（5） 新 しい サ
ー

クル の 設置お よび 設置上 の 障害に つ い て

　活動 した い と思 うサ
ー

ク ル がない と答 え た学生 に 対

し，新し く サ
ー

ク ル を 設置 した い か 尋 ね た結果を図 20

に示 した．是非つ くりたい と答 えた学生 は 11％ ，誰か

が協力す る な ら と答え た学生 は 38％，思わない と答 え

た 学 生 は 47 ％ ， そ の 他が 4％で あ っ た ．是非つ く りた

い ，誰か が協力す るな らをあわせ ると49 ％ とな り，約

半数 の 学生が サーク ル を新た に 立 ち上 げ た い と考 えて

い るこ とが分かる，これ らの 学生 に 対 し，新 しくサー

クル を つ く る 上 で 何 か障害 に な る こ と が あ る の か 尋ね

た結果を図 21に 示 し た．障害が あ る と答えた 学生は

74％，障害 は ない と答 えた 学生 は 26％で あ っ た ．障害

があ る と答え た学生 の 障害要因 に つ い て図 22に示 し

た ．施設 が ない と答 えた学生が32％，指導者 が い な い

と答えた学生 は 18％，時間が な い と答えた学生 は 15％，

お金 が ない と答えた学生 は 24％，そ の 他 が 11％ で あ っ

た．そ の 他 の 詳細につ い て図 23に示 した．新 しくサー

ク ル をつ くりた い と考えて い る学生 の 障害要因 の 内，

50％が施設お よ び指導者 の 問題 で ある．（3降 も記述 し

た が ，前掲 「試案 」 で 提案 し た活性化の 対策事項 と，

こ こ で 得 た障害要因 も類似 して い る
D ，課外活動を浩

性化 させるために も これ らの 問題に 対 し検討を進め，

上記 「試案」 を さ ら に 具体化 して い く必要 が あ る と思

わ れ る．

47X

4x

38×

0 是非創りた い 　　「

謠籍
るな

ゴ
図20　新サ

ー
ク ル設置に つ い て

圜

図21 新サ
ー

クル 設置上 で の 障害に つ い て
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図23　新サ
ー

クル 設置上でのその他の障害要因に つ いて

3 ，中学 ・高校時代 の ク ラブ 活動 お よ び 大 学 で の サ
ー

　ク ル 活動に っ い て

　上記 ア ン ケ
ー

トで ，課外活動は 人間形成に役立 っ ，

友人を作 る場 となる，健康の 維持増進 に役立つ
， 忍耐

力や根性をっ け る，進学や就職に有利 で あるか 尋 ね た ．

人間形成につ い て図24に示 し た．そ う思うと答えた学

生 は 80°

／，，思わない と答 えた学生は5％，どち らで も

ない と答 えた学生は 15％ で あ っ た．友人を作る場に つ

い て 図 25に 示 した．そ う思 うと答 えた学生は91％，思

わない と答 えた学生は2％，ど ちらで もな い と 答 え た

学生は 7％で あ っ た．健康の 維持増進 に っ い て 図26に

示 した，そ う思 うと答 えた学生は79％，思わな い と答

え た学生 は 6％，ど ちらで もな い と答えた学生は 15％

で あ っ た ，忍耐力や根性 に つ い て 図 27に 示 し た ．そ う

思 うと答え た 学生 は 67％ ， 思わ ない と答 えた 学 生 は

12”

／・ ，ど ち らで もな い と答え た 学生 は 21％で あ っ た．

進学や就職に っ い て 図 28に 示 した．そ う思 うと答 え た

学生 は 39％，思 わ ない と答え た学生 は 28％，どち らで

もな い と答 え た学生 は 33％で あ っ た．友人 を作 る 場 お

よび健康 の 維持増進に つ い て は，多くの学生 が そ う思

うと答えるある程度の 予測は 出来たが，人間形成 に つ

い て 80％，忍耐力や根性に つ い て 67％ の 結果 は ，今日

的な風潮 に 似合 わ ない 結果 で あ る．進学や就職 に 関 し

て は，本学に は ス ポーツ推薦 とい っ た入試制度 が 確 立

され て お らず ，目 的意識 を持 っ た 学生 が 少 ない の が 現

状 で ある と と もに ，就職に関して もまだ実績がな い の

で ，本学の 学生 に は あま り関心 が な い よ うで あ る．

厩 弓恵5
ロ 思わない

8 どちらで もな L

図24　人間形 成 に つ い て

7x

自 そう思 う

D 思 わない

団 どちらで もない

　 　 　 　 　 　 91S

図25　友人 を作る場 に つ い て

　 　 の　t− −
1

ロ そう思っ

目 思わ ない

図 どちらでもない

図26　健康の 維持増進に つ い て
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課 外活動 に 関 す る本 学 学 生 の 実 態 に つ い て［1）

51％

12X 田 そう思う

ロ 思わない

闘どちらでもなL1
’

図29　勉学以外の 興味に つ い て

図 27　忍耐力や根性に つ い て

39馬

そう思う

思わない

どち らでもない

サ
ー

クル活助

　 　 28N

図28　進学 や就職 につ い て

4 ．学生 生活に お け る 勉学以外 の 興味に つ い て

　上記 ア ン ケ
ー

トにつ い て の 結果を図29に 示 した．興

味が ある と答えた学生 は 49％，興味 が な い と答え た学

生 は 51％で あ っ た。興 味が な い と答えた学生が半数以

上 を占め る結果で あ る．サ
ー

クル 活動を行 わない 理由

と して は ア ル バ イ トが 忙 し い
， 学外 の 仲間 と遊ぶ の が

楽 しい 等 の 要因 が 挙げられ る が，学生生活 の 中 で 勉学

以外 に 興味がな い とい うの は 問題 で ある，勉学だけを

目的に大学へきて い る学生が ほ とん どなの か ， それ と

も大 学 に 魅力 を感 じ て い な い の か 検討す べ き問題で あ

る．一
方で ， 興味があると答 えた 学生 に は様々 な興味

が あ り，人数の 多い 順に 8項 目を図30に 示 した，サ ー

ク ル 活動 に 興味を持 っ て い る学生が最 も多く68名 ， 次

い で 友好関係 が 43名，以 下友人 との 会話，ス ポーツ，

音楽，パ ソ コ ン
， 遊び ， 教員 との 会話 の 順 で あ っ た，

学生生活 の 中で 本学に 関 わ っ て興味を持 っ て い る学生

を引き続き興味 が 持 て る よ う努め る こ とが 必 要 で あ る

一一
方，そ うで な い学生 に 対 し興味を 持 て る よ うな大学

づ く りをす る こ とが サ
ーク ル 活動 の 活性化だけで な く，

大学 の 活性化 に も つ なが る の で は ない か と考えられる．

友好既係
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図 30　勉学以外 の 興 味事項 に つ い て

5 ．ス ポ
ー

ツ の 実施状況 に つ い て

　現在，運動不 足 を感 じ る か尋ねた結果 に つ い て図31

に 示 し た．大変感 じて い る と答え た 学生 は 39％，感じ

て い ると答 え た学生 は 38％，感じて い ない と答 え た学

生 は 15％，全 く感 じて い ない と答えた学生 は 8％ で あ

っ た．日頃 の ス ポーツ状況 に っ い て 図32に示 した．週

に 1回以 上 ス ポ
ー

ツ を行 うと答え た学生 は 26％，月 に 1

回以上 ス ポ
ー

ツ を行 うと答 え た学生 は 10％ ，
シ
ーズ ン

ス ポー
ツ を行 うと答 えた学生は 17％，全 くス ポーツを

行っ て い な い と答えた学生 は 47％で あ っ た．ス ポ ー
ツ

を行 っ て い る学生 の 実施種 目につ い て 主な もの を表 1，

2に 示 し た ．表 1 は 大学 の サ ーク ル お よ び 大学 で の 活

動種 目に つ い て，表 2は 学外 で の 実施種 目に つ い て 示

した ，大学 で の 実施種 目で は ハ ン ドボー
ル が 27名 と最

も多く，以 下 サ ッ カ
ー，バ ス ケ ソ トボール ，野 球 ， イ
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ン デ ィア カ ，テ ニ ス ，ダ ン ス ，ボーリン グ の 順 で あ っ

た．ス ポーツ （授業） と答え た学生 が 6名 い た．学外

で の 実施種 目で は ス ノ
ーボードが 66名 と最 も多 く，以

下表 の 通 り で あ っ た．本学の 学生 の 77％が運動不 足 を

感 じ，半数近 くの 476／e の 学生が全 くス ポーツ を 行 っ て

い な い とい う結果で あ っ た ．学部の 特性上 ， 運動を積

極的に行 う学生 が 少な い の は仕方 がな い 面 もあ る が ，

適度な運動 は 行 うべ き で ある．前掲 「試案」 で も記述

したが， トレ
ー

ニ ン グル
ー

ム な どの 施設 を充実させ ，

大 学 で 体力 づ くりが で きる場を提供 し，本学学生 の 体

力面，健康面 に も便宜 を図る 必 要 が あるの で はな い か

と思 わ れる
1）．

8％

39X

9 大変感じてい る

囗 感 じて い る

団 感 じていない

囗 全く惑じて いない

表 2 　実施種目に つ い て

種 　 目 場　 所 誰 人 　 数

スノーポート
’

ス キ
ー

場 友人 66

スキ
ー ス キ

ー
場 友人 20

サッカ
ー

公 園 友人 20

サワカ
ー

施設 社会 人 15

野球 施譲 友人 13

パスケ外 施設 友人 10

筋トレ 家
一

人 17

筋トレ 施 設
一

人 5

テ；λ 施設 友 人 6

水 泳 施設 友 人 9

ゾヨギンゲ 近所
一

人 6

サーフィン 海 友人 5

サイウ1ルウ
’

近所 一人 3

47％

図31　 運動不足に つ い て

17％

　 　 因 週一回以 上
26％　田 月 に

一
回 以 上

　 1
囲 シーズ ン ス ポー

ツ を行う

　 … V 全く行 っ て いない

10％

図32　スポー
ツ実施状況に つ い て

表 1　 実施種目につ い て （大学関係）

種 　 目 場 　 所 離 人　 敗

ハント軍一ル 大学 部員 27

サ効
一

大学 部 員 8

ハ

’
スケット 大学 部 員 7

野球 大学 部 員 2

インディアカ 短大 部 員 4

テニ ス 大学 部員 3

ダンス 大学 友人 3

λホ
’一

ツ（授菊 大学 友人 6

ポウ1ル グ 施設 部員 3

6 ．学生 の ア ル バ イ トにつ い て

　学生 の ア ル バ イ ト状況 に つ い て 図33 に示 した．ア ル

バ イ トを行 っ てい る学生は67％，行 っ て い ない 学生 は

33％ で あ っ た。ア ル バ イ トを 行 っ て い る学生 の 中に は

週 7 日間毎 日バ イ ト
・
を実施 し て い る学生，1回 の ア ル

バ イ トが 14時聞 の 学生な ど様 々 な シ フ トで ア ル バ イ

トを実施 して い るが ，ア ル バ イ ト日数 お よ び 時間帯 の

多い 順 に図34に示 した，週 5日 1 日当た り4時間 で ア ル

バ イ トに励 む学生 が 最 も多 く31名 ， 次 い で週4日 1 日

当た り5時間 で ア ル バ イ トに 励 む学生 が 28名，以 下図

の 通 りで あ っ た ．約 7割 の 学生 が ア ル バ イ トを行 っ て

お り， 課外活動 よ り積極的に取り組 ん で い るよ うに思

われ る．中に は 生活 の ために ア ル バ イ トを して い る学

生 が い るの も事実 で あ るが，多くの 学生は自分 の 利欲

の ため に行っ て い る よ うに 思え る，課 外 活動 を 積極的

に 行 い
， そ の 空き時聞 で ア ル バ イ トをす る とい う学生

が 大学内に多 く存在 しない こ とに は，課外活動 の 活性

化 は難 しい の が現実で ある，

33X

［呂翻
67x

図 33　ア ル バイ ト状況に つ い て
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図34　ア ル バ イ トの 時間帯に つ い て

7 ．平 日の 自由時間 の 過ご し方に つ い て

　学生 の 平 日の 自由時間 （放課後） の 過 ご し方に つ い

て 図35に 示 した ．遊ん で い る と答え た学生 が最も多く

144名 ，次い で ア ル バ イ トと答 えた学生 が 141名，以

下 図 の 通 りで あ っ た ，質問 項 目に 自由時間 と い う表現

を使用 したため課外活動に取 り組 ん で い ると記入 し た

学生 が 少 な い 結果 と な っ た．大学 の 講義以 外 は，ア ル

バ イ トもしくは遊ん で い る学生 が 約半数以 上 を含め ，

課外活動に 取り組ん で い る学生が少な い の が現状で あ

る．多くの 学生が課外活動 に 取 り組む こ とが出来 るよ

うな環境づ く り も必要 で あ る，

8 ，本学の 課外活動 の あ り方 に つ い て

　本学 の 課外活動の あ り方 に つ い て 不満や希望 を表 3

に 示 した，不満や希望 につ い て は大 きく課外活動関係，

施設関係，大学関係 の 3 つ に 分 け る こ とが で き た，課

外活動関係 で は，サ
ー

クル の 数が少な い と記入 し た学

生 が 21名 と 最も多 く，次 い で 課外活動 が 行 わ れ て い る

の か分か らな い と記入 し た学生が 19名，課外活動 に 力

を入れ る と記入 し た学生 が 15名，以下表 の 通 りで あ っ

た．施設関係 で は ，体育館の ア リーナ が狭い と記入 し

た学生 が 8名 と最 も多く，次 い で パ ソ コ ン の 充 実 と記

入 した学生 が 6名，部室 が 少 な い と記入 した学生 が 4名，

以下表 の 通 りで あ っ た．大学関係 で は，活気 が な く寂

し い 学校 で あ る と記 入 し た学生 が 8 名 と最も多く，次
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表 3　本学の課外活動 の あり方に つ い て
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い で 不満が多す ぎて かけない と記入 した学生が7名，

学生 に や る気 が ない と 記入 した学 生 が 5名 ，以 下 表 の

通 りで あ っ た．全体的 には，サ
ークル の数が少ない ，

課外活動 に 力 を 入 れ る等 と い う意見 が多い 結果とな っ

た ．学生が客観的 に 捉 えた 意見や希望に つ い て 大学 と

して 対 処 し うる 点 に つ い て は検討 して い く こ とが 必 要

で あ る と思われ る．

N ．ま と め

　本学 の 課外活動 の 活性化 を 目的とす る ため，本学生

の 課外活動 に関する実態を調査 し，495 名 （70．1％）

か ら回答を得 て ，次 の こ とが明らか に な っ た ．

1，中学 ・高校時代課外活動を経験 して きた学生は，

　それ ぞれ80％，62％ で あ り，そ の 活動 を 大学で も実

　施 した い 学生は46 ％ で あ っ た ．

2．課外活動に携わ っ て い る学生は全体 の 26％にすぎ

　な か っ た．活動 し て い る理由の 約半数が，活動 して

　い る種目や内容が好きで あ ると答 え て い る．しか し，

　活動 して い る に も関わ らず，障害があ る と答 えて い

　る学生 は 57％で あ っ た．

3 ，活動 しな い 理由は，活動し た い と思 うサ
ー

クル が

　ない と答えた学生が最 も多 く32％ で あ っ た ．こ れ ら

　 の 学生 の 約 半数が 新 し くサ
ー

ク ル を創 りた い と答

　えて い る が
， 創 る に 当た り障害 が あ る と74％ の 学 生

　 が 答え て い る．

4 ．課外活動は人間形成に 役立 つ ，友人を作る場とな

　 る，健康の 維持増進 に役立つ および忍耐力や根性 を

　 つ け る と答え た学生 は多か っ たが，進学や就職に有

　利 で あると答えた 学生は 少 ない 結果で あ っ た．

5 ，勉学以外 の 学生生活 に興味を持 っ て い る学生 は 半

　 数以下であっ た．

6 ．本学学生の 77％が運動不足 を感 じ，47％ の 学 生が

　 全 く運動 を して い な い 状況 で あ っ た．

7．約7割の 学生が ア ル バ イ トに携わ っ て お り，週 5 日

　 1 日 当た り4時間 の ア ル バ イ トを し て い る学 生 が 最

　 も多か っ た．

8 ，平 日の 自由時間 は，遊び も し くは ア ル バ イ トで 過

　 ご す学生 が多か っ た．

9 ．本 学 の 課 外活動 に つ い て サ
ー

ク ル の 数が少 ない ，

　課外活動 が 行われ て い る の か 分 か らない と答え る

　学生が多く，その ほ かに も様 々 な意見や希望 を把握

　 す る こ とが で きた ．

　以上 の 結果を含まえ，今後 「試案 」
O

をよ り具体化

し，本学 に お け る 課 外 活 動 の 活性 化 ，更 に は 大学 の 活

性化に繋が る よ う努め たい ．
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